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市長の新年度施政方針

本位の釘磯を堅持

抱
一
戸
お
よ
が
関
東
地
口
叫
に
つ
い
て
は
ま
す
今
後
は
‘

mm
域
間
回
収
か
終
了
し

併
隼
攻
、
一
部
排
水
路
円
相
支
杢
?
を
だ
い
治
成
工
事
に
入
り
古
詩
年
4
n
に

災一総
L
、
開
年
度
も
引
き
続
事
前
説
織
を
総
砂
川
す
る
土
記
で
す

Q

生
徒
数
は
Z
ク

議
め
て
い
き
ま
す

u

ま
た
、
布
仲
間
的
総
ラ
ス
品
名
、

E
学
年
日
ク
ラ
ス
で
糸
線

開
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
線
級
衡
や
総
数
は
1
3
5
0
名
的
子
山
肌
℃
?
G

酉
廊
下
土
地
ぽ
防
災
塁
本
級
品
川
時
打
、
成
田
線
綴
織
化
促
進

と
あ
わ
せ
怠
地
附
し
て
い
き
ま
す
町
な
お

た

、

重

将

戦

官

官

主

L
、

従

語

殺

と

州

出

い

的

場

内

務

設

と

し

て

、

組

長

は

‘

景

言

葉

強

襲

さ

ら

に

強

力

に

運

動

料叫徐州戦
3
附
開
害
時
暗
殺
し
ま
す
"
そ
的
事
裁
斜
同
酬
を
た
て
て
い
ま
す
。
水
ポ
ン
ブ
絵
滋
め
た
め
の
実
鐙
設
計
釜
山
側
欽
が
後
b
y泳
採
に
対
す
る
役
中
町
と

手

資

沼

浄

化

に

む

す

ま

霊

童

と

し

て

は

泊

へ

淡

入

雲

行

い

ま

す

。

合

機

器

進

的

2
つ

の

室

主

主

さ
ま
ざ

P
悶
け
れ
れ
一
品
目
誌
は
公
共
下
水
道
2

万人主計
U
G
H
-

調
時
を
は
じ
め
手
芸
品
を
す
こ
の
静
化
へ
向
け
て
の
整
合
理
市
汚
水

m地
震

が

可

能

に

か

し

今

後

も

‘

襲

築

城

主

将

め

し
て
、
流
一
蹴
下
ホ
滋
内
務
積
立
千
葉
狩
昌
宏
ふ
め
て
い
く
奪
三
え
で
す

G

水
処
綴
が
湾
総
下
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
法
率
的
機
発
援
棄
を
、
関
係
各
機

材
諜
蓄
に
よ
る
話
室
内
導
入

J

水

禽

の

な

い

下

室

ー

は

守

護

5
3
1
ト
け
九
間
対
し
議
し
て
い
く
考
え
で
す
。

持
続
見
コ
リ
心
配
は
げ
ま
ち
づ
く
り
を
一
い
は
け
山
川
れ
十
一
持
品
利
横
山
運
動
公
園

護

草

地

区

指

定

に

ぎ

苦

誌

ニ

の

ほ

か

に

も

さ

ま

ざ

ま

主

謀

議

妻

子

主

震

は

つ

い

て

は

ふ

ま

だ

議

室

れ

て

い

ま

す

。

今

年

恥

部

年

度

は

野

総

議

議

織

決
定
に
向
け
て
謝
祭
作
綾
を
行
い
ま
す
討
し
て
い
ま
す
@
路
年
殺
は
、
時
都
に
年
度
に
策
定
し
た
年
次
別
町
駅
備
計
総
に
は
‘
戎
孫
子
獄
中
関
口
土
地
ぼ
附
剛
腕
組
閣
制
区
こ
れ
ま
で
、
磁
波
様
、
略
的
援
導
を

羽
町
、
重
点
課
耐
聞
と
な
吋
て
い
る
察
捜
一
利
引
き
続
き
、
汚
滋
的
、
中
川
級
以
閥
均
議
議
、
基
っ
き
、
開
年
波
山
川
水
時
間
め
い
仏
粉
、
滋
地
内
を
は
じ
め
、
緑
、
務
品
料
、
布
佐
、
受
け
る
と
と
も
に
や
釘
泌
生
地
改
良
辰

般
に
対
す
る
や
車
問
波
殺
対
鏡
、
一
露
発
リ
ン
b
級
収
す
る
今
一
ア
イ
ア
オ
イ
を
植
木
他
的
受
晩
、
約
遜
6
号
線
績
断
等
の
白
山
地
絞
め
各
…
鎖
的
後
僚
を
行
い
ま
と
も
協
淡
を
与
怖
が
ら
議
め
て
き
ま
し

に
よ
る
…
加
議
紛
佼
議
決
史
的
議
集
、
殺
す
る
と
と
も
に
、
日
間
叙
さ
れ
た
ホ
テ
工
事
義
縦
し
ま
す
令
ま
た
、
日
年
度
す
。
千
然
後
押
誌
の
従
逃
左
い
う
意
味
む
が
、
受
話
に
検
出
出
し
た
結
果
、
ゴ

幾
3
一
ゼ
ク
タ

i
の
設
立
と
機
能
的
役
談
、
ィ
ア
寸
イ
的
制
品
、
飼
料
等
へ
の
添
田
町
も

M
M
怖
師
、
総
摘
し
て
い
〈
水
路
鉱
石
臨
お
よ
か
ら
も
、
す
後
と
も
量
点
卒
業
と
し
て
ル
フ
場
内
拡
大
は
‘
現
実
話
じ
は
、
弱

l々
テ
ナ
ン
ト
の
導
入
に
倒
壊
す
る
姉
崎
内
閣
っ
て
い
き
ま
す
。
日
v
後
水
池
町
陣
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
獄
後
約
に
強
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
湖
、
消
判
総
と
判
明
時
制
さ
れ
ま
し
た
的
で
、

護

主

義

等

走

行

っ

て

い

ま

す
P

警

は

、

菱

重

詰

込

芝

草

皮

肉

に

完

了

し

ま

す

“

二

麦

飯

称

布

依

潟

納

税

当

初

詰

に

そ

っ

て

、

室

次

官

学

北

口

土

地

区

劉

霊

童

に

つ

い

て

流

入

河

問

実

苦

言

議

長

後

主

主

な

解

決

策

と

し

て

は

、

き

喜

一

匹

を

し

、

工

事

長

側

附

与

し

た

a

は

、

駅

前

広

場

内

護

ゑ

謀

総

選

し

、

浄

化

対

策

に

絞

り

ぎ

議

で

す

悶

警

護

警

水

ポ

ン

三

菱

と

仁

詩

年

A
開

は

隣

接

室

言

、

車

内

ザ

バ

チ

ユ

i
ス
広

路
の
護
軍
務
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
た
、
事
変
革
化
対
策
協
議
会
号
排
水
絞
め
紋
霊
祭
不
可
決
な
条
ぎ
霊
祭
に
室
主
選
定
し
、
現
場
4
・

3
ヘ
タ
タ

i
ル
造
作
し
て
お

ら
め
恭
制
服
と
な
ゐ
…
部
品
同
区
約
6
5
0

で
は
.
4
V刷

Mm公
泌
総
先
的
本
一
指
内
3

件
で
す
的
で
、
関
…
ー
除
機
問
問
に
対
L
強
力
什
位
、
際
教
稼
狭
間
内
舎
の
依
頼
を
受
け
、
り
、

mm
都
渋
川
川
、
齢
制
球
場
町
整
備
に
慈

。
一
体
会
江
川
町
ふ
一
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
か
品
明
日
い
噴
水
ふ
伝
説
議
し
‘
ア
オ
コ
の
向
拾
い
い
酬
明
総
ー
で
い
き
辛
す
む
市
川
削
減
公
役
で
盟
同
級
事
務
を
滋
め
て
い
や
す
る
芝
山
花
で
す
む

ー一一--A.

繋
評
1
5
4徳
で
ス
タ
ー
ト

新
都
度
ゆ
鯵
擦
な
ど
を
議
韓
間
す
る
昭
和
田
年
第
3
附
剛
被
幾
余
櫛
比
例
会
が
、

3
月
B
m固
か
ら
総
務
ま
で
…
燃
か
紅
、
冒
頭
、

神
戸
必
術
殺
が
新
年
度
曲
第
致
方
鈴
を
述
べ
ま
し
化
ω

こ
の
中
で
務
長
は
、
幻
世
紀
令
綴
認
し
た
議
後
づ
く

η
の
た
め
、

菜
食
行
政
・
善
一
葺
嘉
文
雲
市
議
に
義
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
チ
イ
由
形
然
滅
的
裂
と
生
活
環
境
的
差
撃

機
紛
蜘
軌
を
中
心
と
し
た
ス
号
i
u
N
タ
ウ
ン
づ
く

η③
行
政
の
効
率
一
約
選
雨
期
!
?
又
〆
的
絵
在
基
調
と
し
た
綴
祭
を
機
幾

人
夜
間
同
+
主
的
行
政
令
官
警
護
し
な
官
、
語
教
務
主
繋
争
め
ざ
す
決
意
を
義
務
し
ま
し
た
。
ま
た
、

骨
牟
念
の
重
点
事
業
と

L
て
は
我
柑
冊
子
奴
湾
北
都
指
数
議
事
嫌
や
移
渓
棋
の
水
質
浄
化
、
水
害
対
策
な
ど
7
機
関
を
繋

げ
て
い
ま
す
。
盛
時
授
、
こ
の
市
長
の
務
教
方
針
昏
後
約

F
E
s
-
w

て
総
介
L
、
あ
わ
せ
て
教
蒙
嘉
品
事
長
期
瑚
懇
親
的
銭
波

方
針
も
お
抑
制
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
定
例
会
で
は
新
釜
殺
や
繁
繁
盛
智
は
じ
め
と
す
る
お
線
療
が
務
総
さ
れ
、
ー
件
が
継

続
蜘
精
査
と
怠
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
援
策
の
と
お
勾
一
吋
決
さ
れ
ま

t
た
。
可
決
さ
れ
た
線
療
と
予
算
め
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
は
2
織
に
掲
載
し
ま
し
た
的
で
、

C
除
く
だ
さ
い
e

我
孫
子
駅
南
北
部
防
波
遊
が
得
ら
れ
ず
、
現
在
、
行
政
不
援
護

去
ぷ
議
づ
〈
審
査
機
求
が
れ
池
容
れ
て

駅

続

整

理

は

議

参

ま

す

@

今

後

、

事

後

け

か

ら

な

寄

れ

る

南
口
土
地
沢
総
務
然
添
絞
め
溌
持
率
裁
決
を
ま
っ
て
、
す
み
や
か
に
こ
れ
ら

は
、
全
体
剣
山
m
u
H

・
5
へ
ク
タ
i
ん
の
め
一
惑
の
犠
緩
や
w
令
る
考
え
で
す
。

う
ち
臼
・

2
%の
仮
換
議
議
定
が
進
み
、
山
間
部
絞
め
感
殺
に
つ
い
て
は
‘
本
町

議
震
は
、
全
体
計
覆
3
2
2
一Z
1
γ
闘
か
ら

E
T雲
寺
心
に
移
転
合

符
し
、

1
3
2
戸
が
完
F
し
ま
し
た

6

制
党
了
さ
せ
、
駅
前
例
整
理
に
選
挙
す
る
尋

問
山
年
度
は
屯
進
持
を
高
め
る
た
め
終
泌
っ
か
け
を
つ
か
む
考
え
で
、
た
だ
い
ま

H
W
転
方
式
を
綜
沼
L
樹
党
閥
酬
を
あ
げ
て
事
移
訟
交
接
を
進
め
て
い
ま
す
'o

ま
し
た
が
、
一
続
的
級
制
刊
物
的
ご
務
総
需
持
続
発
事
業
に
つ
い
と
は
、
お
孫
、.1まくも今日から 1年生z 今年、綴絞Lたヰ若佐窮'J¥4)き?際的入学式

長
義
主

F
S要
望
こ
オ
h
b

ノヨ
d

孟

'
E

，aE
W
4
4

・4〈
町
E
3
4
♂
‘
一
ニ
丞
島
篭
島
唱
F
F

町
b
n

一
ー
教
審
議
議
会
施
政
方
幹
…

出
叩
年
皮
肉
淡
々
…
争
議
は
次
め
と
お
に
整
織
す
る
培
え

rす‘

り

で

す

。

一

家

殺

係

予

中

的

鴻

改

築

工

事

は

、

数

也
小
和
総
術
開
小
が
、
ロ
学
級
で
4
M
月
仙
端
的
一
緩
い
方
な
ど
総
合
的
に
検
お
し
た

1
諮
か
ら
閉
閥
的
試
し
ま
す
。
ぶ
で
、
出
品
、
出
年
度
の
2
か
年
他
県
付
税
務

ま
耕
一
一
一
小
の
場
築
を
‘
時
減
数
総
裁
で
築
後
で
き
る
よ
う
、
紙
校
、
そ
の

6
、
特
別
教
釜
3
内
線
機
党
税
夜
、
事
務
に
入
っ
て
い
ま
す
。

計
画
中
で
す
。
ま
た
制
見
畿
内
務
加
が
*
4
絞
め
小
学
校
に
紛
糾
市
市
純
を
設

見
込
ま
れ
る
織
対
応
小
め
増
築
用
地
液
L
壮
村
総
数
絞
め
流
災
令
向
山
一
り
ま
す

u

を

綴

即

時

し

ま

す

、

*

中

学

校

給

食

に

つ

い

て

は

口

市

学

本
総
…
小
は
、
現
在
老
席
目
作
出
プ

i

品
問
総
殺
げ
究
協
議
会
」
や
」
発
起
さ
せ
て

ん
の
}
収
率
工
事
と
校
庭
終
織
の
工
務
総
燦
研
究
会
。
重
ね
、
よ
り
よ
い
お
山
内
舎

が
進
め
ら
わ
札
て
い
ま
す
が
、
校
総
奴
示
、
す
考
え
で
す
ロ

時
間
は
回
年
凌
も
山
引
事
総
暴
行
い
ま
す
。
*
惑
で
も
学
べ
る
校
ふ
指
紋
仰
判
的
光
安

*
砂
ヒ
ん
仲
間
武
将
淡

K
Lて
、
湖
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
食
説
教
育
の

北
台
東
小
め
絞
織
を
秘
織
し
ま
す
。
指
邦
議
約
後
紋
日
い
絡
め
ま
す
a

ま
た
、
般
的
肌
に
つ
い
で
も
、
計
画
約
本
…
隙
々
な
終
決
の
鮮
明
議
事
業
丹
充
実

新

年

度

予
算
成
立

377 

や
党
表
機
会
的
拡
大
量

2議
文
書
を
目
指
し
ま
す

h

去
、
書
と
ま
す
が
‘
今
後
も
尊
重
喜
合
維
持

免
法
体
へ
の
助
成
と
宵
成
に
絡
め
ま
す
の
や
す
い
学
校
関
紋
に
努
め
て
い
き
ま
す
ω

一
し
、
先

hv不
銀
世
界
投
資
金
談
力
事
け
、

争
。
文
化
対
的
俗
世
汁
と
批
判
織
に
務
的
、
本
市
史
編
ち
ん
事
象
は
‘
日
約
mw
格
的
、
円
引
き
続
き
A

府
議
叫
問
附
制
作
げ
体
掛
践
的
改

u金
戸

用
語
文
化
情
的
発
削
慨
を
鋭
機
し
ま
す
川
寸
制
緩
で
緩
め
て
い
ま
ナ
ト
V
，
今
年
度
は
‘
を
間
同
僚
に
絞
殺
交
付
っ
て
い
き
ま
す
。

*
由
民
時
中
人
常
識
町
一
都
議
計
ω

聞
に
つ
い
て
本
枕
閉
め
な
前
す
れ
終
余
点
動
的
初
年
度
と
会
ま
た
‘
総
淡
約
品
川
幾
令
上
げ
る
た
め

は
、
本
部
療
は
跡
地
出
円
札
似
の
設
置
等
一
部
し
て
、
…
蹴
明
党
笑
し
た
議
査
主
打
い
ま
め
泌
総
織
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当

然
然
感
識
を
爽
札
砲
し
ま
す
。
す
。
ま
た
、
各
防
相
議
療
を
山
岡
縦
し
、
川
判
々
分
的
際
1

田弘人口
H
に
よ
る
管
現
体
制

事
各
M

問
ス
ポ
ー
ツ
掛
出
家
や
休
期
同
行
事
行
物
も
発
一
打
し
ま
す
。
"
を
総
持
し
て
い
き
ま
す
。

を

間

開

催

し

、

日

常

生

活

的

中

で

の

然

ぬ

…

*

北

千

葉

広

抜

本

逃

余

絵

絞

め

剤

5

、
本
供
給
料
金
に
つ
い
て
は
、
-
れ
止
符

遺
言
ワ
交
主
乙
こ

k
h
u
H
!
?
?悶

ど
な
り
ま
し
た

U

G
療
治
、
広

/
U
H
t
J
J
「局，
e露
呈

事

J
3
4メ
今

後

も

、

禁

事

機

体

と

協

力

し

て

j

h木
古
事
諜
格
段
方
針

L

品川

l
f
h車

内
安
定

仁
義
立
を
し
ム
ゑ
q
d

，

mm
年
度
的
水
道
事
業
め
総
織
は
次
的
給
ホ
人
口
円
増
加
、
協
日
本
市
臨
滅
的
被
山
川
、
*
品
事
な
建
設
工
事
と
し
て
は
、
布

主
お
り
で
す
。
地
下
水
町
本
質
維
持
め
允
め
的
総
ル
制
改
依
‘
平
和
台
、
中
鉢
土
鳩
附
批
判
開
仙
紙
酬
明

*
第
三
次
本
滋
前
中
総
州
品
数
総
可
申
議
葬
な
ど
を
主
志
向
お
と
し
、
如
何
間
財
務
へ
地
内
等
同
夜
水
管
中
叩
料
紙
ヤ
ム
識
や
伐
採

の
事
務
協
湘
酬
を
‘
続
税
、
間
期
・
脱
出
と
別
措
安
定
し
た
ホ
を
供
給
す
る
総
策
を
行
お
千
駅
南
北
部
市
改
成
以
域
内
的
総
本

め
て
い
ま
す
n

こ
れ
は
叩
年
度
を
目
際
、
〉
と
す
る
も
め
で
す
。
開
開
放
出
品
工
事
絡
を
後
癒
し
ま
す
。

年
僚
と
ナ
る
材
料
開
制
約
な
持
来
計
闘
で
、
*
州
縦
波
崎
沖
W
H
は
年
々
、
向
上
し
て
い
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凶
一
一
議
築
中

i

士
あ
ら
ま
し
一

問一

3
n
s設
か
ら
お
お
ま
で
日
付
わ
れ
た
第
1
閉
山
定
例
会
に
は
、
お
設
か
ら
お
井
け
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
務
総
合
計
一
瞬
審
議
会
条
例
的
一
務
改
定
的
i
伶
が
雌
融
緩
審
査

t
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
案
の
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
め
と
お
勿
で
す
ロ
ま
た
、
初
出
叫
8
日
に
は
議
蚤
お
よ
び
叡
議
長
の
改
選
が

一
円
わ
れ
、
議
長
に
は
安
一
義
選
東
、
制
副
議
長
に
詰
士
喜
一
千
草
議
長
が
送
信
れ
ま
し
た
。

ち"降、田

新年度予算なと溜繰可決

びあ

昭和 58年
第 1摺定例会

きお針。号

予
算

。
間
出
走
資
産
評
箔
審
査
委
員
会
委
員
由

選
後
に
つ
い
て
出
回
定
資
遂
誇
篠
宮
世
交

委
員
会
委
員
に
、
神
は
抱
一
時
原
氏
が
市
汁
侵
害

紅
ま
し
た
a

緩
抑
一
重
一
氏
明
治
叫
四
年
3
汚
町
四
日

ゑ
ま
紅
海

z
i
3
1総

機
長
に
安
弁
氏

制
鵬
轍
隅
僻
慨
に
占
一
間
続
氏

4弘治改築される我孫子中絞会

衛

生

わ

れ

お

間

臨

時

時

保
総
セ
ン
タ
よ
泌
氏
に
と
も
な
い
.
等
抑
制
持
災
総
数
料
航
醐
協
欄
間
品
樹
事
業
…
苓
が
円
打

線

般

に

関

す

る

白

誌

の

建

設

を

わ

れ

そ

災
総
し
、
対
人
係
機
サ
ー
ビ
ス
の
光
波

高

り

ま

す

。

ま

べ

殺

人

援

護

土

木

賛

一
行
に
よ
る
問
問
機
事
業
と
し
て
、
岡
崎
人
科
前
例
年
度
比
9
・
貯
%
増
と
‘
も
っ
と

椴
給
、
闘
が
ん
検
訟
等
を
行
い
ま
す
。
も
大
き
な
押
び
を
お
し
た
の
が
と
の
永

こ
の
ほ
か
、
工
場
、
排
水
路
、
苧
抑
制
哨
師
、
本
資
で
す
。
我
草
山
子
駅
海
北
土
地
区
川
関

市
利
縦
な
ど
の
本
質
、
末
機
骨
折
調
査
盤
四
極
楽
業
や
排
水
路
輩
出
湘
一
事
業
な
ど
の

婆
総
組
問
、
百
円
資
制
開
化
事
業
等
的
予
算
が
重
点
施
策
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
‘
安

一
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
で
よ
り
快
適
な
生
活
の
た
め
の
道
諮

相
軍
備
、
手
m
H
沼
公
開
問
祭
儀
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司
轟
公

農

林

水
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業

費
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念
激
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ブ
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足
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量
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宅

地

転

消
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費

繁
雄
問
、
す
!
ド
レ

i
ル
等
羽
交
通
安
全
曲
出
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
十
也
市
川
L

都
市
化
が
進
み
、
災
害
が
複
議
、
多

祉
臨
時
棋
を
設
澄
し
ま
す
ぬ
ま
と
、

y
ん
バ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
様
化
す
る
な
か
で
、
救
助
工
作
車
、
小

!
入
村
セ
ン
タ

i
へ
の
荻
的
問
自
転
車
整
地
法
態
致
推
進
対
策
事
業
、
農
道
前
軍
備
、
引
動
力
ポ
ン
プ
付
随
載
車
内
購
入
や
仲
間

筏
業
務
委
託
や
手
交
沼
市
民
ま
つ
り
世
間
滋
本
訪
除
事
業
、
農
業
苫
育
壮
年
会
議
助
火
水
惜
情
的
設
置
等
に
よ
り
、
防
災
体
制

持
金
な
ど
の
予
算
が
緩
ま
れ
て
い
ま
す
か
成
な
ど
の
事
業
を
実
絡
し
、
経
営
の
安
の
昨
聞
な
を
出
り
ま
す

G

畏

生

費

続

十

持

げ

い

す

を

号

、

豊

教

商

費

官
同
鈴
化
社
会
に
向
か
う
な
か
で
、
世
間

BE

教
宵
幽
H
は
年
々
減
合
し
て
い
ま
ヱ
ー
が
、

重

喜

の

い

き

が

い

ず

り

と

義

諸

工

費

今

年

昔

、

襲

警

捜

耐

震

に

力

約
な
技
会
参
加
を
議
し
進
め
る
た
め
に
、
本
需
の
期
開
γ
占
禁
は
、
地
獄
拙
的
資
人
口
を
入
札
、
絡
一
一
一
小
校
舎
地
殺
事
謀
、
第

ゲ
!
ト
ポ

i
wル
同
情
的
前
君
臨
時
、
シ
ル
バ
ー
が
増
大
し
た
~
も
の
の
、
被
費
者
向
中
市
外
…
小
校
総
際
機
事
然
、
総
括
千
中
校
借

入
村
セ
ン
タ
ー
へ
め
綴
勤
‘
持
動
浴
篠
崎
偽
山
山
が
間
同
友
っ
て
い
ま
す

d

こ
れ
に
対
酬
明
絞
殺
事
然
、
湖
北
ぬ
東
小
砂
じ
ん
防

車
め
充
実
な
ど
を
み
れ
い
ま
す
〈
3
縦
断
挙
終
可
し
て
、
綿
一
一
誌
の
務
総
を
%
減
概
・
緩
興
事
沈
議
総
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ま
た
、
殺
ゆ
喝
采
波
線
就
ロ
品
制
的
綴
は
世
事
ぜ
る
た
め
に
は
、
時
間
掛
融
緩
絞
め
光
災
時
由
民
跡
文
学
釣
庶
務
滋
の
機
内
総
総
統
.
閣
制

畿
を
こ
れ
ま
で
の
6
2
5
0
m
門
か
ら
o
の
も
と
よ
り
部
品
代
化
へ
的
後
効
が
点
抑
制
桝
で
膝
発
州
内
榔
時
世
梓
柚
概
念
待
機
務
総
絡
め

0
0
0
問
円
に
引
き
ふ
げ
ま
す

D

す
。
令
部
品
棋
は
、
総
カ
あ
る
商
務
総
を
子
鮮
が
計
上
M
m
ぐ
れ
て
い
ま
小
九

繁華事 4露議員長義

特部会齢、水道事業予算

溺災後室長保険家事長

オニ織広濁護喪主襲署葬祭

公共下水滋幾重軽

学後i滋浄化家事長

々人係機

水道草署葬祭

。
市
や
身
棒
害
児
畠
且
欄
惜
祉
事
議
支
絵
串
技
師
払
堂
内
通
学
に
供
す
る
も
の
一
件

例
等
の
一
部
改
定
心
身
出
陣
害
児
査
官
陥
@
宮
市
道
路
線
部
疫
止
に
つ
い
て
(
反

社
手
当
、
ね
た
き
り
主
人
扶
養
著
福
祉
鞄
)
田
市
立
志
佼
高
等
学
校
用
地
地
内
を
横

手
当
、
庄
宅
重
度
隊
害
者
福
怯
手
当
の
断
す
る
夜
道
を
縫
止
す
る
も
の
で
す
。

月
額
を
、
6
2
5
0
円
か
句
8
0
0
0
@
昭
和
幻
年
度
常
一
役
会
計
蝿
開
蕊
事
算

問
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
ロ
(
第
S
号
)

@
布
留
畏
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
亙
@
昭
和
幻
年
度
爺
土
地
区
夜
景
援
事
轍

劾
産
費
(
叩
万
円
か
ら
ロ
万
円
)
お
特
別
会
計
織
蕊
予
驚
(
第
1
号
}

よ
び
葬
祭
費
(
5
万
m
円
か
ら
6
万
円
}
@
昭
和
幻
年
摩
市
老
人
蝿
像
特
別
刷
会
計

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
(
3隠
挙
制
)
棟
瓦
予
算
(
第
3
骨
)

@
臨
障
害
仁
m
闘
す
る
同
m
H
間
的
整
理
に
織
す
め
る
も
の
で
す
。
@
市
水
道
事
鎌
田
敏
縦
世
帯
に
関
す
る
串
@
悶
唱
和
鈎
年
度
務
…
総
会
針
予
察

る
来
尉
問
淳
書
き
に
泌
す
る
不
透
迭
問
問
@
市
家
庭
奉
仕
異
的
一
訟
震
お
よ
び
唱
相
違
例
町
一
部
敬
一
品
給
水
人
目
的
場
加
に
@
昭
和
紡
骨
主
演
綜
筒
民
健
簾
鐸
検
事
機

認
の
改
正
を
一
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
手
数
料
に
自
問
す
る
嘉
樹
問
自
制
制
定
拍
車
議
対
処
す
る
と
と
も
に
、
絵
ホ
区
域
内
拡
特
別
刷
会
齢
制
予
算

@
市
一
絞
殺
の
議
員
の
給
与
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い
泌
す
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奉
栓
京
町
制
度
(
・
ね
た
き
ワ
恋
人
家
磁
審
綴
を
行
う
も
の
で
す
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昭
和
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穂
波
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土
地
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銭
滋
事
轍

条
加
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の
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様
敬
一
品
端
閥
抗
相
手
議
丹
市
中
的
品
仏
国
民
研
都
澄
条
例
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身
体
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客
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宗
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議
察
⑬
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般
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織
舛
設
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銭
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打
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つ
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究
家
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い
て
政
争
市
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い
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制
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潟
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仁
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懇
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滅
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開
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悩
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と
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滋
伽
ら
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お
れ
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付
判
明
的
液
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込
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窓
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す
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鮎
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w
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H
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い
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議綾子主事総綾子襲

培和58年度一設会許予算
154f意70，000千舟

501~ま51 ， 257 (32.6) 
221君主29，469(14.4) 
討議32，482( 2.2) 
51窓辺，014( 3.3) 
21:1霊58，640( 1.7) 
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